
下北山保育所　園児による発表会
きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

広報 令和５年 （2023） 月号　No.7871
　12月3日（土）、園児16名による発表会が小中学校体育館で行われました。
　当日は、今年一番の冷え込みで先生方は園児たちの体調を心配しておりましたが、園児
たちは会場入りした際、先生方に「おはようございます」と元気な声で挨拶してくれました。
　約1ヶ月の間、園児たちは全体練習・組別練習を何度も繰り返し、セリフやダンスを覚え
ようと頑張ってくれました。園児たちは、お父さんやお母さんに成長した姿を見てもらお
うと一生懸命舞台上を駆け回っておりました。本番はその成果が表現できた発表会となり
ました。

広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！
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　明けましておめでとうございます。
　村民の皆さまには、明るく希望に満ちた新年を迎えられたこととお慶び申し上げます。また、日
頃より村政にお寄せいただいておりますご支援とご協力に対しまして、厚く御礼を申し上げます。

　令和4年も新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けた一年でした。奈良県内でも感染者が
増加傾向となっており、季節性インフルエンザとの同時流行も懸念されています。村民の皆さまには、
引き続き基本的な感染防止対策にご協力をお願いいたします。

　また、昨年は、サッカーワールドカップで日本代表が、スペインやドイツといった強豪国を破る快
挙を成し遂げ、見事予選リーグを第1位で突破しました。決勝トーナメントではクロアチアにPK戦で
惜しくも敗れ史上初のベスト8進出はならなかったものの、日本代表の活躍には、長友選手が叫ん
でいたように、「ブラボー」であり、私たちに大きな感動を与えてくれました。さらに下北山スポーツ
公園で春季キャンプを実施してくれている奈良クラブがJFLでの優勝とJ3昇格を果たしました。今後
のさらなる活躍を期待するところであります。

　さて本年は、昨年から進めてきた旧小学校校舎改修後の役場庁舎の移転や、教員住宅の建替
えを進めていくとともに、診療所や村営住宅等、老朽化した公共施設の再整備についても検討を
進めていきます。
　そして、私たちの生活にとって大事な道路である国道１６９号は、これまでの要望の成果もあり、
昨年4月に国の重要物流道路に指定され、「前鬼～上池原間」が計画区間となりました。また、
耐震性が心配されていた前鬼橋の架け替えも、奈良県により事業化されたことから、引き続き急カー
ブが連続する「前鬼～音枝間」の改良整備の早期事業化に取り組んでまいります。

　下北山村は、人口が少なくても都市とは異なる独自の価値を持っている村です。
　村特有の多様で豊かな地域資源を活用することにより、今までとは違う新たな生活の仕組みづく
りやビジネスを興すことができる人材の育成、あるいは人材を呼び込むことによって、人口減少社
会における新しい仕組みを構築し、持続可能な村づくりを進めていかなければならないと考えてい
ます。村民の皆さまのご理解ご協力をよろしくお願いします。

　結びに、新型コロナウイルス感染症の１日も早い収束を心より願うとともに、新しい年が皆さまに
とりまして健康で幸せな年となりますことをご祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。

下北山村

村長　南 　 正 文

新年のご挨拶

　新年あけましておめでとうございます。 輝かしい新春を皆さまとともに迎えられましたことに 心から
お祝い申し上げます。
　平素は、下北山村議会及び村政に対する格段のご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　さて、村民の皆様には国際社会の複合的な要因による急激な食糧価格、エネルギー価格等の
物価高騰に困惑しながら、日々の生活に向き合っていただいているのではないかとご心労お察し
申し上げます。
　そして、新型コロナウイルス感染症の拡大から３年が過ぎようとしております。昨年一旦は収束の
兆しを見せつつも変異を繰り返す新型コロナウイルスは、国内においては第７波に至る感染拡大
をもたらし、村内での感染者の増加もありました。
　本村ではオミクロン株対応ワクチン接種も順調に行われ、ようやく行動制限の無い年始となりま
したが、村民の皆様にはこれまで同様基本的な感染対策を続けていただけますようお願い申し上
げます。
　また、昨年を振り返り世界に目を向けますと、２月に始まったロシアによるウクライナへの軍事侵
攻は、民間人を含めた多くの犠牲者を現在でも出し続けています。この行為は、国際社会の平和
と安全を大きく損なうもので断じて容認することが出来ません。一日も早い停戦と和平を望むもので
あります。
　さらに、アジアでは隣国による一方的な現状変更の試みや、ロケット、核開発など、真の意味で
の国民の安全保障とは何なのかを考えさせられる一年でありました。
　現在本村においては公共施設の再整備事業として、新役場庁舎建設や新たな教員住宅建設、
そして診療所建設を目指し、旧下北山小学校、旧池原小学校跡地を利活用した大きな事業が進
められております。
　下北山村議会は、今年４月の改選の節目から議員定数が２名減の６名となりますが、様 な々事
業や課題に対してそれぞれ真摯に向き合い、行政と共に力を合わせて明るく、持続可能でより暮ら
しやすい村づくりに努めて参ります。
　村民の皆様には、より一層のご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びになりますが、感染症の終息を願いつつ、新しい年が村民の皆様にとって穏かな年となりま
すよう、こころからお祈り申し上げまして年頭のご挨拶と致します。

下北山村

議会議長　北 　 德 次

新年のご挨拶
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　新年あけましておめでとうございます。
　村民の皆様におかれましてはお健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　平素は、私ども消防団に対しましてご支援、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　ご承知のとおりではございますが、令和２年から新型コロナウイルスが発生し、３年が経とうとし
ています。新型コロナウイルスの完全な終息が見えない中、ロシアによるウクライナ侵攻に端を発
する世界情勢の不安も相まって、様 な々物品等の供給不足や遅延、価格高騰が相次ぎ、不安と混
乱の中を過ごした方も多いと存じます。
　厳しい局面ではございますが、ここを正念場として、村民の皆様と共に踏ん張って参りたいと考
えているところでございます。
　さて、全国の災害について振り返りますと、３月に福島県沖で震度６強の地震が発生し死者４人
と負傷者２４７人、建物被害５万棟を超える被害がありました。８月初旬に発生した北海道地方や
東北、北陸地方の大雨では、前線と台風８号の影響もあり、複数の地点で観測史上１位を更新す
るなど記録的な大雨となり、河川の氾濫や多くの浸水被害が発生しました。９月には台風１４号の
発生により九州地方を中心に多くの人的被害があった他、１５号の影響による大雨では東海地方に
多大な住宅被害がありました。
　被害によって亡くなられた方々に哀悼の意を捧げますとともに、被災された皆様には心よりお見舞
い申し上げます。
　村内におきましては、昨年も含めここ数年気象災害や火災による被害はなく、団員一同喜んで
いるところではございますが、決して油断することなく引き続きいつ発生するかわからない災害に、
消防団の動員力をもって即時対応の取れる体制の確立に尽力する所存であります。
　我々消防団は、地域防災力の中核として欠くことのできない代替性のない存在であるとされてお
り、地域を守るという使命感のもと、住民生活の安寧のために日々多種多様な訓練を重ね、昼夜
問わず発生する火災や自然災害に備えております。
　今後も下北山村を安全で住みよい村とするため防災行動力を高め全団員が一丸となって活動い
たしますのでご支援ご協力賜りますようお願い申し上げます。
　最後に、今年も災害のない素晴らしい一年になりますことをお祈り申し上げますと共に村民の皆
様の益々のご健勝を心よりご祈念申し上げまして、新年のご挨拶とさせていただきます。

下北山村消防団

団長　栗 本 武 平

新年のご挨拶
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す
べ
て
の
議
案
が
承
認

及
び
原
案
ど
お
り
可
決
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
主
な
議
案
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

★
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

（
※
説
明
）
専
決
処
分
と
は
‐
地
方
自
治

法
に
基
づ
き
、
本
来
議
会
の
議
決
が
必
要

な
事
項
に
つ
い
て
、
議
決
を
せ
ず
に
村
長

自
ら
が
決
め
る
こ
と
。
緊
急
で
、
議
会
を

招
集
す
る
時
間
が
な
い
場
合
な
ど
に
限
っ

た
補
充
的
手
段
。

☆
令
和
４
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

　
51
万
円
を
追
加
し
、
総
額
２
０
４
，
０

５
２
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
補
正
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
委
託
料
51
万
円

の
増
額
で
す
。

☆
令
和
４
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

　
２
，
３
９
８
万
円
を
追
加
し
、
総
額
２

０
６
，
４
４
９
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
補
正
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

事
業
８
２
６
万
円
の
増
額
、
価
格
高
騰
緊

急
支
援
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
事
業

及
び
、家
計
急
変
世
帯
給
付
金
事
業
で
１
，

４
７
０
万
円
の
増
額
等
で
す
。

★
給
与
・
報
酬
に
関
す
る
条
例
改
正

　
令
和
４
年
人
事
院
勧
告
（
※
）
に
よ
り

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
と
同
様
に
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

☆
下
北
山
村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

☆
下
北
山
村
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

の
の
給
与
お
よ
び
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

☆
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の

勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

☆
下
北
山
村
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

☆
下
北
山
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
※
）
人
事
院
勧
告
と
は
国
会
・
内
閣
等

に
対
し
、
国
家
公
務
員
の
給
料
や
労
働
条

件
の
改
善
を
勧
告
す
る
事
を
指
し
ま
す
。

★
職
員
の
定
年
引
上
げ
及
び
地
方
公
務
員

法
の
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
に
つ
い
て

☆
下
北
山
村
の
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
☆
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て

☆
職
員
の
高
齢
者
部
分
休
業
に
関
す
る
条

例
に
つ
い
て

★
下
北
山
村
議
会
議
員
及
び
下
北
山
村
長

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負

担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　
公
職
選
挙
法
施
行
令
が
改
正
さ
れ
、
選

挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
及
び
、
選
挙
運

動
用
ビ
ラ
並
び
に
、
選
挙
運
動
用
ポ
ス

タ
ー
作
成
の
公
費
負
担
に
係
る
上
限
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う
条
例
改
正

で
す
。

★
令
和
４
年
度
下
北
山
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

　
５
，
７
２
６
万
円
を
追
加
し
、
総
額
２

１
２
，
１
７
６
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
歳
出
の
補
正
内
容
は
増
額
予
算

が
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
他
３
０
６
万

円
、
決
算
統
計
支
援
シ
ス
テ
ム
整
備
他
１

８
３
万
円
、
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
金

５
、
３
５
２
万
円
、
奈
良
県
知
事
及
び
県

議
会
議
員
選
挙
費
１
３
７
万
円
、
介
護
保

険
特
別
会
計
繰
出
金
１
０
８
万
円
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
費

１
８
６
万
円
、
池
の
平
公
園
管
理
特
別
会

計
繰
出
金
２
２
４
万
円
、
人
事
院
勧
告
に

よ
る
職
員
及
び
任
用
職
員
給
与
費
で
、
減

額
予
算
が
診
療
所
特
別
会
計
繰
出
金
３
０

４
万
円
、
小
中
学
校
に
お
け
る
任
用
職
員

給
与
費
他
３
５
５
万
円
等
で
す
。

★
令
和
４
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
38
万
円
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。
主
に
一

般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
の
減
額
で
す
。

★
令
和
４
年
度
下
北
山
村
国
民
健
康
保
険

診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
81
万
円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
歳

入
の
内
容
は
、
診
療
所
及
び
歯
科
診
療
所

に
係
る
繰
越
金
５
１
４
万
円
の
増
額
と
、

一
般
会
計
繰
入
金
３
０
４
万
円
の
減
額
、

県
補
助
金
及
び
村
債
１
６
３
万
円
の
減
額

で
、
主
な
歳
出
の
内
容
は
、
人
事
院
勧
告

に
よ
る
職
員
及
び
任
用
職
員
給
与
費
36
万

円
、
各
種
医
師
派
遣
負
担
金
90
万
円
、
基

金
積
立
金
１
０
０
万
円
の
増
額
、
そ
し
て

医
療
機
器
購
入
費
１
６
４
万
円
の
減
額
等

で
す
。

★
令
和
４
年
度
下
北
山
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

　
５
７
３
万
円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
主

な
歳
出
は
法
適
用
例
規
整
備
業
務
委
託
料

１
１
０
万
円
の
減
額
、
簡
易
水
道
会
計
シ

ス
テ
ム
等
共
同
整
備
事
業
負
担
金
６
５
４

万
円
、
電
気
料
25
万
円
の
増
額
等
で
す
。
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左から南村長、栗本団長、大崎分団長、久保田班長

★
令
和
４
年
度
下
北
山
村
池
の
平
公
園
管

理
運
営
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

に
つ
い
て

　
２
４
３
万
円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
主

な
歳
出
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
原
材
料
費

他
の
増
額
で
す
。

★
令
和
４
年
度
下
北
山
村
ス
ポ
ー
ツ
公
園

管
理
運
営
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て

　
２
７
５
万
円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
主

な
歳
出
は
、
重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
報
償
費

24
万
円
、
重
機
等
賃
借
料
１
２
３
万
円
、

備
品
購
入
費
１
０
４
万
円
等
の
増
額
で

す
。

★
令
和
４
年
度
下
北
山
村
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
８
６
４
万
円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
主

に
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
６
３
６
万

円
の
減
額
と
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

１
，
５
０
０
万
円
の
増
額
に
伴
う
も
の
で

す
。

●
そ
の
他
報
告
関
係
事
項

▽
下
北
山
村
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
施

行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に

つ
い
て

▽
下
北
山
村
身
体
障
害
者
自
動
車
改
造
助

成
事
業
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
に
つ
い
て

▽
技
能
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
技
能
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
役
場
処
務
規
程
等
の
一
部
を

改
正
す
る
規
程
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
起
業
支
援
補
助
金
交
付
要
綱

等
の
一
部
を
改
正
す
る
要
綱
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
地
域
お
こ
し
協
力
隊
起
業
支

援
補
助
金
交
付
要
綱
等
の
一
部
を
改
正

す
る
要
綱
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
不
妊
治
療
費
助
成
金
交
付
要

綱
を
廃
止
す
る
要
綱
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
不
妊
治
療
費
等
助
成
事
業
実

施
要
綱
の
制
定
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
村
税
滞
納
処
分
執
行
停
止
事

務
取
扱
要
領
の
制
定
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
公
職
選
挙
法
令
施
行
規
程
等

の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
議
会
議
員
及
び
下
北
山
村
長

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負

担
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

規
程
に
つ
い
て

▽
下
北
山
村
村
立
学
校
の
管
理
運
営
に
関

す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に

つ
い
て

▽
下
北
山
村
住
宅
活
用
促
進
事
業
補
助
金

交
付
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要
綱
に

つ
い
て

▽
下
北
山
村
公
衆
浴
場
燃
油
価
格
高
騰
対

策
支
援
金
交
付
要
綱
の
一
部
を
改
正
す

る
要
綱
に
つ
い
て

《
一
般
質
問
は
、
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。》

　
下
北
山
村
表
彰
条
例
に
基
づ
く
令
和
４

年
度
の
表
彰
式
が
12
月
９
日
（
金
）
に
役

場
議
場
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
村
表
彰
は
、
様
々
な
分
野
で
功
績

の
あ
っ
た
方
な
ど
を
表
彰
審
査
委
員
会
が

推
薦
し
、
村
長
が
選
考
決
定
す
る
も
の
で

す
。

　
こ
の
度
、「
自
治
消
防
」
と
し
て
辻
之

内
等
氏
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
辻
之
内
氏
は
、
昭
和
54
年
４
月
に
下
北

山
村
消
防
団
に
入
団
さ
れ
、
班
長
・
副
分

団
長
の
役
職
を
歴
任
し
た
後
、
平
成
29
年

１
月
に
第
１
分
団
分
団
長
に
、
同
年
10
月

に
は
下
北
山
村
消
防
団
副
団
長
に
就
任
さ

れ
、
令
和
２
年
５
月
末
に
勇
退
さ
れ
る
ま

で
の
41
年
間
、
下
北
山
村
消
防
団
活
動
に

精
励
さ
れ
、
自
治
消
防
の
発
展
に
ご
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
功
績
に
よ
り
今
年
秋
の
叙
勲
に
て

「
瑞
宝
単
光
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
多
方
面
で
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
般
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
か

ら
「
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
軽
消
防
車
」
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
協
会
は
、
地
域
の
防
災
力
の
強
化
や

救
急
医
療
体
制
の
整
備
を
目
的
と
し
て
、

全
国
の
自
治
体
に
対
し
消
防
自
動
車
や
高

規
格
救
急
自
動
車
の
寄
贈
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
今
回
、
寄
贈
さ
れ
た
軽
消
防
車
は
、
４

輪
駆
動
に
よ
り
悪
路
の
走
行
及
び
、
軽
自

動
車
の
サ
イ
ズ
を
活
か
し
た
狭
い
道
路
の

走
行
に
も
適
し
て
い
る
た
め
、
迅
速
な
初

期
消
火
が
可
能
な
車
両
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
消
防
車
は
、
村
の
消
防
団
に
配

備
さ
れ
消
火
活
動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

下北山村表彰条例に基づき
辻之内等氏が
表彰されました

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
軽
消
防
車
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
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　令
和
４
年
度
は
、
３
年
に
一
度
の
民

生
委
員･

児
童
委
員
の
全
国
一
斉
改
選

の
年
と
な
っ
て
お
り
、
本
村
に
お
い
て

も
12
月
１
日
付
け
で
10
名
の
皆
さ
ん
が

選
任
さ
れ
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
委
嘱
状
を

村
長
よ
り
伝
達
し
ま
し
た
。

　民
生
委
員･

児
童
委
員
は
、
自
ら
も

地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
担
当
す
る
区
域
に
お
い
て
、
住
民
の

生
活
上
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
、
行
政

を
は
じ
め
適
切
な
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
へ

の
「
つ
な
ぎ
役
」
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

世
帯
の
見
守
り
や
安
否
確
認
な
ど
に
も

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　ま
た
、
主
任
児
童
委
員
は
、
子
ど
も

や
子
育
て
に
関
す
る
支
援
を
専
門
に
担

当
す
る
民
生
委
員･

児
童
委
員
で
、
区

域
担
当
の
委
員
と
連
携
し
な
が
ら
子
育

て
の
支
援
や
児
童
健
全
育
成
活
動
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

　民
生
委
員･

児
童
委
員
に
は
守
秘
義

　11
月
25
日
（
金
）
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ

公
園
若
者
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
、

令
和
４
年
度
農
産
物
品
評
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　今
回
の
出
品
数
は
、
根
菜
類
、
イ
モ

類
、
葉
菜
類
、
果
実
類
、
き
の
こ
類
等

89
点
の
出
展
で
、
１
０
５
点
だ
っ
た
昨

年
か
ら
16
点
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

出
品
者
数
は
昨
年
よ
り
６
名
減
少
し
て

30
名
と
な
り
ま
し
た
。

　今
年
は
、
台
風
に
よ
る
大
き
な
災
害

は
な
か
っ
た
も
の
の
、
例
年
よ
り
降
水

量
が
少
な
く
、
気
温
が
高
い
年
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
病
害
虫
が
多
く
営

農
条
件
と
し
て
は
厳
し
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
出
品
頂
い
た

農
産
物
は
非
常
に
品
質
が
良
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
特
に
、
特
賞
の
丸
大

根
は
非
常
に
色
つ
や
が
よ
く
、
素
晴
ら

し
い
も
の
で
し
た
。

　審
査
は
南

部
農
林
振
興

事
務
所
に
よ

り
、
外
観
・

色
つ
や
・
揃

い
・
病
害
虫

の
有
無
な
ど

を
重
点
に
慎

重
か
つ
厳
正

に
行
わ
れ
ま

し
た
。

農
産
物
品
評
会
開
催

務
が
あ
り
、
相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

　今
後
、
村
の
地
域
福
祉
の
発
展
の
た

め
、
ご
尽
力
頂
き
ま
す
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

※

地
区
の
民
生
委
員･

児
童
委
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　
　上
池
原
地
区

　中

　村

　利

　子

　
　下
池
原
地
区

　平

　井

　己
年
子

　
　池

　峰
地
区

　栗

　本

　千
恵
子

　
　寺
垣
内
地
区

　中

　村

　良

　行

　
　浦

　向
地
区

　山

　本

　
　正

　
　佐

　田
地
区

　勝

　平

　美
惠
子

　
　上
桑
原
地
区

　栗

　本

　美
奈
子

　
　下
桑
原
地
区

　仲

　
　
　ナ
ナ
美

　

[

主
任
児
童
委
員]

　
　全

　
　村

　
　和

　田

　章

　子

　
　全

　
　村

　
　松

　田

　悦

　子

　ま
た
、
こ
の
11
月
30
日
付
け
で
任
期

満
了
に
よ
り
、
退
任
さ
れ
ま
し
た
方
々

に
つ
き
ま
し
て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
及

び
奈
良
県
知
事
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら

れ
、
村
長
と
吉
野
福
祉
事
務
所
長
よ
り

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

※

退
任
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

[

民
生
委
員]

　
　浦

　向
地
区

　田
ノ
下

　洋

　子

　
　上
桑
原
地
区

　

　脇

　忠

　次

[

主
任
児
童
委
員]

　
　全

　
　村

　
　山

　本

　節

　代

特賞を受賞された福本フサ子さん

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

改
選
さ
れ
ま
し
た
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　12
月
10
日
（
土
）、
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ

公
園
天
然
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
今

年
度
最
後
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　奈
良
ク
ラ
ブ
の
金
子
優
希
選
手
（
Ｇ
Ｋ
）

と
上
田
コ
ー
チ
指
導
の
下
、
ボ
ー
ル
を

使
っ
た
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
や
、
選
手
と
保
護
者

も
参
加
し
た
試
合
な
ど
を
行
い
、
子
ど
も

達
は
元
気
に
ボ
ー
ル
を
蹴
り
な
が
ら
走
り

回
っ
て
い
ま
し
た
。

　全
５
回
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
通
し
て
選

手
と
子
ど
も
達
の
間
に
は
絆
が
生
ま
れ
、

終
始
笑
顔
が
絶
え
ず
、「
も
っ
と
遊
び
た

い
！
」
と
子
ど
も
達
か
ら
は
惜
し
む
声
が

あ
り
ま
し
た
。

　奈
良
ク
ラ
ブ
は
、
令
和
５
年
１
月
24
日

（
火
）
～
１
月
28
日
（
土
）
に
、
シ
ー
ズ

ン
前
の
キ
ャ
ン
プ
を
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公

園
で
行
う
予
定
で
す
の
で
、
村
民
の
皆
様

も
、
練
習
に
励
む
選
手
の
姿
を
応
援
し
に

来
て
く
だ
さ
い
。

第
５
回

奈
良
ク
ラ
ブ
サ
ッ
カ
ー

教
室
開
催

協力 支援員隊 のと つぶやきその108 新年の抱負

石
丸
隊
員
（
自
伐
型
林
業
）

　あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
卒
業
ま
で
残
り

４
か
月
ほ
ど
に
な
り

ま
し
た
が
、
後
の
人
た
ち
に
引
継
ぎ

が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
の
総
ま

と
め
も
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
村
民
の
皆
さ
ん
に
は

色
々
と
お
世
話
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

谷
内
隊
員
（
自
伐
型
林
業
）

　時
間
が
過
ぎ
る
の

は
早
い
も
の
で
、
１

年
後
に
は
任
期
満
了

を

迎

え

ま

す
。
イ

メ
ー
ジ
し
た
卒
業
後
の
生
活
や
仕
事

設
計
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
、
技
術
、

知
識
、
経
験
を
深
め
る
１
年
に
し
た

い
で
す
。
健
康
面
に
気
を
付
け
て
過

ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
柄
隊
員
（
自
伐
型
林
業
）

　昨
年
８
月
に
来
村

し
て
緑
豊
か
な
自
然

と
林
業
の
歴
史
文
化

に
囲
ま
れ
、
と
て
も

感
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
林
業
技

術
を
が
っ
ち
り
学
び
、
生
活
力
を
身

に
つ
け
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

仲
　
隊
員
（
下
北
山
地
域
総
合
商
社
）

　昨
年
つ
く
っ
た
前

鬼
の
歌
を
多
く
の
方

に
披
露
し
、
素
敵
な

前
鬼
の
案
内
人
に
な

り
（
ガ
イ
ド
勉
強
中
）、
想
い
入
れ

の
あ
る
場
所
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と

が
今
年
の
抱
負
で
す
。
木
の
楽
器
づ

く
り
体
験
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

で
す
♪

村
島
隊
員
（
Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
）

　着
任
し
て
１
年

８
ヶ
月
、
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
25
品
↓

１
８
０
品
ま
で
増
や

し
ま
し
た
。
今
年
は
計
３
０
０
品
目

標
！
そ
し
て
自
立
に
向
け
て
準
備
し

ま
す
。
休
日
は
釈
迦
ヶ
岳
登
頂
、
歩

い
て
村
内
一
周
、
海
釣
り
等
々
や
り

た
い
で
す
！

松
村
隊
員

（
下
北
山
村
歴
史
民
俗
資
料
館
）

　下
北
山
村
生
活
も

そ
ろ
そ
ろ
半
年
に
な

り
ま
す
。
古
文
書
や

民
具
な
ど
の
形
あ
る

資
料
に
と
ど
ま
ら
ず
、
下
北
山
村
で

暮
ら
す
皆
さ
ん
を
通
し
て
文
化
を
学

び
、
そ
こ
で
得
た
も
の
を
確
実
に
保

存
し
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。

奥
田
隊
員
（
サ
ポ
ー
ト
き
な
り
）

　下
北
山
村
に
来
て

も
う
す
ぐ
１
年
に
な

り
ま
す
。
２
年
目
は

『
私
だ
か
ら
こ
そ
出

来
る
コ
ト
で
人
の
た
め
に
な
る
・
村

の
た
め
に
な
る
仕
事
づ
く
り
』
に
向

け
て
行
動
し
、
実
現
化
す
る
こ
と
に

努
め
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
〇

工
藤
支
援
員
（
サ
ポ
ー
ト
き
な
り
）

　下
北
山
村
に
来
て

10
年
が
過
ぎ
、
３
月

に
は
満
60
歳
に
な
り

ま
す
。
今
年
は
、
生

ま
れ
変
わ
っ
て
ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
つ
も
り
で
頑
張
り
ま
す
。
今
後

と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

牧
支
援
員
（
サ
ポ
ー
ト
き
な
り
）

　村
に
来
て
10
年
と

い
う
節
目
を
迎
え
ま

し
た
。
コ
ツ
コ
ツ
と

地
道
な
活
動
を
積
み

重
ね
、
時
に
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気

持
ち
を
も
っ
て
サ
ポ
ー
ト
き
な
り
の

活
動
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

小
野
支
援
員
（
サ
ポ
ー
ト
き
な
り
）

　４
月
に
復
帰
し
ま

し
た
が
、
１
月
か
ら

再
び
産
休
育
休
に
入

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
育
休
中
も
朝
市
や
、
ぽ
こ
ぽ
ん

図
書
館
等
に
度
々
顔
を
出
し
ま
す
の

で
、
お
会
い
で
き
た
際
は
子
ど
も
た

ち
を
抱
っ
こ
し
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し

い
で
す
♪

山
﨑
支
援
員
（
サ
ポ
ー
ト
き
な
り
）

　明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
の
抱

負
は
、
大
き
な
ケ
ガ

を
し
な
い
こ
と
で

す
。
引
き
続
き
、
村

民
の
皆
さ
ま
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ

う
体
調
を
整
え
て
、
楽
し
く
厳
し
く

仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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月
10
日
（
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）、
下
北
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公
園
天
然
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
今

年
度
最
後
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　奈
良
ク
ラ
ブ
の
金
子
優
希
選
手
（
Ｇ
Ｋ
）

と
上
田
コ
ー
チ
指
導
の
下
、
ボ
ー
ル
を

使
っ
た
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
や
、
選
手
と
保
護
者

も
参
加
し
た
試
合
な
ど
を
行
い
、
子
ど
も

達
は
元
気
に
ボ
ー
ル
を
蹴
り
な
が
ら
走
り

回
っ
て
い
ま
し
た
。

　全
５
回
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
通
し
て
選

手
と
子
ど
も
達
の
間
に
は
絆
が
生
ま
れ
、

終
始
笑
顔
が
絶
え
ず
、「
も
っ
と
遊
び
た

い
！
」
と
子
ど
も
達
か
ら
は
惜
し
む
声
が

あ
り
ま
し
た
。

　奈
良
ク
ラ
ブ
は
、
令
和
５
年
１
月
24
日

（
火
）
～
１
月
28
日
（
土
）
に
、
シ
ー
ズ

ン
前
の
キ
ャ
ン
プ
を
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公

園
で
行
う
予
定
で
す
の
で
、
村
民
の
皆
様

も
、
練
習
に
励
む
選
手
の
姿
を
応
援
し
に

来
て
く
だ
さ
い
。

第
５
回

奈
良
ク
ラ
ブ
サ
ッ
カ
ー

教
室
開
催

協力 支援員隊 のと つぶやきその108 新年の抱負

石
丸
隊
員
（
自
伐
型
林
業
）

　あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
卒
業
ま
で
残
り

４
か
月
ほ
ど
に
な
り

ま
し
た
が
、
後
の
人
た
ち
に
引
継
ぎ

が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
の
総
ま

と
め
も
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
村
民
の
皆
さ
ん
に
は

色
々
と
お
世
話
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

谷
内
隊
員
（
自
伐
型
林
業
）

　時
間
が
過
ぎ
る
の

は
早
い
も
の
で
、
１

年
後
に
は
任
期
満
了

を

迎

え

ま

す
。
イ

メ
ー
ジ
し
た
卒
業
後
の
生
活
や
仕
事

設
計
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
、
技
術
、

知
識
、
経
験
を
深
め
る
１
年
に
し
た

い
で
す
。
健
康
面
に
気
を
付
け
て
過

ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
柄
隊
員
（
自
伐
型
林
業
）

　昨
年
８
月
に
来
村

し
て
緑
豊
か
な
自
然

と
林
業
の
歴
史
文
化

に
囲
ま
れ
、
と
て
も

感
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
林
業
技

術
を
が
っ
ち
り
学
び
、
生
活
力
を
身

に
つ
け
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

仲
　
隊
員
（
下
北
山
地
域
総
合
商
社
）

　昨
年
つ
く
っ
た
前

鬼
の
歌
を
多
く
の
方

に
披
露
し
、
素
敵
な

前
鬼
の
案
内
人
に
な

り
（
ガ
イ
ド
勉
強
中
）、
想
い
入
れ

の
あ
る
場
所
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と

が
今
年
の
抱
負
で
す
。
木
の
楽
器
づ

く
り
体
験
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

で
す
♪

村
島
隊
員
（
Ｂ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
）

　着
任
し
て
１
年

８
ヶ
月
、
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
25
品
↓

１
８
０
品
ま
で
増
や

し
ま
し
た
。
今
年
は
計
３
０
０
品
目

標
！
そ
し
て
自
立
に
向
け
て
準
備
し

ま
す
。
休
日
は
釈
迦
ヶ
岳
登
頂
、
歩

い
て
村
内
一
周
、
海
釣
り
等
々
や
り

た
い
で
す
！

松
村
隊
員

（
下
北
山
村
歴
史
民
俗
資
料
館
）

　下
北
山
村
生
活
も

そ
ろ
そ
ろ
半
年
に
な

り
ま
す
。
古
文
書
や

民
具
な
ど
の
形
あ
る

資
料
に
と
ど
ま
ら
ず
、
下
北
山
村
で

暮
ら
す
皆
さ
ん
を
通
し
て
文
化
を
学

び
、
そ
こ
で
得
た
も
の
を
確
実
に
保

存
し
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。

奥
田
隊
員
（
サ
ポ
ー
ト
き
な
り
）

　下
北
山
村
に
来
て

も
う
す
ぐ
１
年
に
な

り
ま
す
。
２
年
目
は

『
私
だ
か
ら
こ
そ
出

来
る
コ
ト
で
人
の
た
め
に
な
る
・
村

の
た
め
に
な
る
仕
事
づ
く
り
』
に
向

け
て
行
動
し
、
実
現
化
す
る
こ
と
に

努
め
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
〇

工
藤
支
援
員
（
サ
ポ
ー
ト
き
な
り
）

　下
北
山
村
に
来
て

10
年
が
過
ぎ
、
３
月

に
は
満
60
歳
に
な
り

ま
す
。
今
年
は
、
生

ま
れ
変
わ
っ
て
ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
つ
も
り
で
頑
張
り
ま
す
。
今
後

と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

牧
支
援
員
（
サ
ポ
ー
ト
き
な
り
）

　村
に
来
て
10
年
と

い
う
節
目
を
迎
え
ま

し
た
。
コ
ツ
コ
ツ
と

地
道
な
活
動
を
積
み

重
ね
、
時
に
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気

持
ち
を
も
っ
て
サ
ポ
ー
ト
き
な
り
の

活
動
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

小
野
支
援
員
（
サ
ポ
ー
ト
き
な
り
）

　４
月
に
復
帰
し
ま

し
た
が
、
１
月
か
ら

再
び
産
休
育
休
に
入

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
育
休
中
も
朝
市
や
、
ぽ
こ
ぽ
ん

図
書
館
等
に
度
々
顔
を
出
し
ま
す
の

で
、
お
会
い
で
き
た
際
は
子
ど
も
た

ち
を
抱
っ
こ
し
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し

い
で
す
♪

山
﨑
支
援
員
（
サ
ポ
ー
ト
き
な
り
）

　明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
の
抱

負
は
、
大
き
な
ケ
ガ

を
し
な
い
こ
と
で

す
。
引
き
続
き
、
村

民
の
皆
さ
ま
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ

う
体
調
を
整
え
て
、
楽
し
く
厳
し
く

仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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確定申告会場は、大変混雑します。

感染症対策の観点からも、

をご利用ください!

ご自宅等から

〇令和４年分 所得税及び復興特別所得税・贈与税の確定申告は、3月15日（水）までです。
《吉野税務署で確定申告の相談等を希望される方へ》
➣ 確定申告会場への入場には、「入場整理券」が必要です。
➣ 「入場整理券」の配付方法は、オンライン（ＬＩＮＥ）での事前発行又は当日配付の２通り

です。
なお、当日配付分は、状況により早めに配付を終了する場合があります。
・ 相談の状況や内容により、長時間お待ちいただくことがあります。
・ 「検温」「マスクの着用」「手指の消毒」等の感染症対策にご協力ください。
・ 発熱等の症状のある方や、体調のすぐれない方は、入場をお断りします。
・ ボールペンなどの筆記用具・計算器具等はご持参ください。
・ 確定申告会場では、スマートフォンを利用した申告書の作成を推進しています。

令和４年分（令和５年１月以降）から青色申告決算書・収支内訳書が

スマホで作成可能となり更に便利になります！

確定申告は、スマホからがおすすめです！

☆ スマホ専用画面で見やすく操作が簡単！

☆ 画面の案内に沿って入力するだけで自動計算！

☆ カメラで給与所得の源泉徴収票を読み取り自動入力！

NEW
!! 確定申告書の作成方法につ

きましては、「国税庁ホーム

ページ」をご覧ください。

　下
北
山
村
に
は
、
美
し
い
石

積
み
の
風
景
が
広
が
っ
て
お
り
、

重
要
な
観
光
資
源
と
い
え
ま
す
。

　し
か
し
、
高
齢
化
と
と
も
に

石
積
み
の
技
術
を
有
す
る
人
が

少
な
く
な
り
、
こ
の
ま
ま
で
は

村
の
美
し
い
風
景
を
後
世
に
遺

す
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　そ
こ
で
、
全
国
で
石
積
み
の

技
術
を
伝
え
る
活
動
を
さ
れ
て

い
る
田
代
紘
士
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、「
前
鬼
の
里
」
で
12
月

12
日
～
14
日
の
３
日
間
で
石
積

み
指
導
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。　重

要
な
観
光
資
源
で
も
あ
る

「
前
鬼
の
里
」
の
石
垣
改
修
を

き
っ
か
け
に
、
地
域
の
石
積
み

を
維
持
、
修
復
で
き
る
人
材
を

育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　講
習
期
間
中
は
、
村
民
の
方

を
中
心
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、

実
践
と
と
も
に
石
積
み
の
こ
と

を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
鬼
の
里
で
石
積
み
指
導
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
！

申告期間：2月16日（木）～3月15日（水）
　　　　　（2月21日（火）・土・日・祝除く）

会　　場：下北山村役場
受付時間：午前9時～午後5時

　今年の所得税確定申告相談は新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、事前
予約制とさせていただきます。予約受付は令和5年2月1日（水）午前9時から開始しますので、
お電話または来庁にてご予約ください。
　なお、申告期間中に予約なくお越しいただいた場合は、受付状況により再度お越しいただ
くこととなりますので、必ずご予約くださいますようお願いします。

注意事項
※ご予約の受付時間は、平日の午前9時～午後5時までです。
※予約状況によりご希望に添えない場合がございますので、ご了承ください。
※源泉徴収票等の申告に必要な書類は大切に保管し、申告時にご持参ください。
※当日は「検温」「マスクの着用」「手指の消毒」等の感染予防対策にご協力ください。

問合せ先：住民課税務係 ☎6-0001

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

感
染
予
防
を
徹
底
し
な
が
ら
様
々
な
健

康
づ
く
り
事
業
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
頂
き
、
皆
様
に
た
く
さ
ん

お
会
い
で
き
る
１
年
に
な
る
と
嬉
し
い

で
す
！

◎「
椅
子
ヨ
ガ
＆

　
音
楽
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
」

　「
何
か
体
を
動
か
し
た
い
け
ど
膝
が

…

」「
本
格
的
な
運
動
は
ち
ょ
っ
と…

」

と
い
う
方
に
お
ス
ス
メ
の
椅
子
ヨ
ガ
＆

楽
し
い
音
楽
に
合
わ
せ
て
簡
単
な
体
操

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
皆
で
す
れ
ば
楽

し
い
こ
と
間
違
い
な
し
！
送
迎
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
講
師
】
桝
井
紋
子 

先
生

【
日
時
】
１
月
25
日
（
水
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

【
持
ち
物
】
動
き
や
す
い
服
、
タ
オ
ル
、

　
　
　
　
飲
み
物

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

【
お
申
込
み
】
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
６

－

０
０
１
５

※

健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象
事
業

◎「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
相
談
会
」

　
相
談
内
容
は
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
相
談
員
に
は
、
心

の
専
門
家
で
あ
る
臨
床
心
理
士
が
対
応

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
お
話
い
た
だ
い

た
内
容
は
秘
密
厳
守
さ
れ
ま
す
。

【
相
談
員
】
臨
床
心
理
士
２
名

【
日
時
】
２
月
18
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
お
申
込
み
】
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
６

－

０
０
１
５

令和４年分所得税確定申告相談は予約制です
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申告期間：2月16日（木）～3月15日（水）
　　　　　（2月21日（火）・土・日・祝除く）

会　　場：下北山村役場
受付時間：午前9時～午後5時

　今年の所得税確定申告相談は新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、事前
予約制とさせていただきます。予約受付は令和5年2月1日（水）午前9時から開始しますので、
お電話または来庁にてご予約ください。
　なお、申告期間中に予約なくお越しいただいた場合は、受付状況により再度お越しいただ
くこととなりますので、必ずご予約くださいますようお願いします。

注意事項
※ご予約の受付時間は、平日の午前9時～午後5時までです。
※予約状況によりご希望に添えない場合がございますので、ご了承ください。
※源泉徴収票等の申告に必要な書類は大切に保管し、申告時にご持参ください。
※当日は「検温」「マスクの着用」「手指の消毒」等の感染予防対策にご協力ください。

問合せ先：住民課税務係 ☎6-0001

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、

感
染
予
防
を
徹
底
し
な
が
ら
様
々
な
健

康
づ
く
り
事
業
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
頂
き
、
皆
様
に
た
く
さ
ん

お
会
い
で
き
る
１
年
に
な
る
と
嬉
し
い

で
す
！

◎「
椅
子
ヨ
ガ
＆

　
音
楽
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
」

　「
何
か
体
を
動
か
し
た
い
け
ど
膝
が

…

」「
本
格
的
な
運
動
は
ち
ょ
っ
と…

」

と
い
う
方
に
お
ス
ス
メ
の
椅
子
ヨ
ガ
＆

楽
し
い
音
楽
に
合
わ
せ
て
簡
単
な
体
操

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
皆
で
す
れ
ば
楽

し
い
こ
と
間
違
い
な
し
！
送
迎
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
講
師
】
桝
井
紋
子 

先
生

【
日
時
】
１
月
25
日
（
水
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

【
持
ち
物
】
動
き
や
す
い
服
、
タ
オ
ル
、

　
　
　
　
飲
み
物

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

【
お
申
込
み
】
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
６

－

０
０
１
５

※

健
康
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
対
象
事
業

◎「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
相
談
会
」

　
相
談
内
容
は
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
相
談
員
に
は
、
心

の
専
門
家
で
あ
る
臨
床
心
理
士
が
対
応

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
お
話
い
た
だ
い

た
内
容
は
秘
密
厳
守
さ
れ
ま
す
。

【
相
談
員
】
臨
床
心
理
士
２
名

【
日
時
】
２
月
18
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

【
場
所
】
下
北
山
村
保
健
セ
ン
タ
ー

【
お
申
込
み
】
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
６

－

０
０
１
５

令和４年分所得税確定申告相談は予約制です
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マイナポイントが

もらえるマイナン

バーカードの申請

期限が令和５年２

月末までに延長さ

れました！

　下記の日程におきまして、ご予約いただいた方を対象

に、マイナンバーカードの申請・受取り窓口を開設いた

します。利用を希望される方は、必ずご予約ください。

　お仕事などで昼間来庁することが難しい方は、この機

会にご利用ください。

【開庁日】

〇平日夜間窓口　17時15分～19時00分

　１月17日（火）・１月26日（木）

　２月９日（木）・２月21日（火）

　３月20日（月）

〇休日窓口　13時00分～15時00分

　１月29日（日）・２月12日（日）

【対象の手続き】

　・マイナンバーカードの申請

　・マイナンバーカードの受取り

※証明書類の発行や料金の支払いなど、マイナンバー

カード以外に関するお手続きはご利用いただけません

のでご注意ください。

ご不明な点等ございましたら、下記までお問合せください。

住民課マイナンバーカード係　☎6－0001

マイナンバーカードの申請・
受取り窓口のご案内

こ
と
し

ま
いじ

ん
た
しひ

け
んね

ん

と
も

な
や

こ
え

えく

と
し

が
お

と
し

に
ち

　12
月
号
「
第
45
回
文
化
展
開
催
」
に

記
載
さ
れ
て
い
た
内
容
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。

【
誤
】
実
利
行
者

【
正
】
役
行
者

お
詫
び
と
訂
正

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

谷

　口

　和

　夫 

さ
ん
（
下
池
原
）

令
和
４
年
12
月
３
日
逝
去

　　

享
年
76
才

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　平
素
は
、
警
察
業
務
に
対
し
て
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　新
し
い
年
が
村
民
の
皆
様
に
と
っ
て
素

晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
今
年
も
、
安
全
安
心
に
暮

ら
せ
る
下
北
山
村
の
実
現
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

事
件
や
事
故
の
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
１
１
０
番

　１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」
で
す
。

　１
１
０
番
は
、
事
件
・
事
故
等
の
緊
急

通
報
電
話
で
す
。
事
件
・
事
故
の
被
害
に

遭
っ
た
り
目
撃
し
た
時
な
ど
、
警
察
の
緊

急
な
対
応
が
必
要
な
場
合
は
た
め
ら
わ
ず

１
１
０
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　た
だ
、
通
報
の
中
に
は
、「
い
た
ず
ら
、

無
応
答
、
番
号
間
違
い
」
が
約
２
割
含
ま

れ
て
お
り
、
真
に
助
け
を
求
め
ら
れ
る
方

か
ら
の
通
報
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
の
他
、
緊
急
性
の
な
い
要
望
・
相
談

駐在さん通信駐在さん通信

な
ど
の
場
合
は
、
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
「
＃
９

１
１
０
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
今
年
も
「
１
１
０
番
の
日
」
に

ち
な
み
、
下
北
山
保
育
所
の
園
児
が
警
察

官
の
服
装
で
村
内
の
金
融
機
関
や
役
場
施

設
を
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
く
れ
ま
す
。

　村
民
の
皆
様
も
、
あ
た
た
か
く
見
守
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
作
戦
実
施

　去
る
12
月
８
日
、
下
北
山
駐
在
所
連
絡

協
議
会
・
地
域
安
全
推
進
委
員
・
吉
野
警

察
署
が
合
同
で
、
い
こ
い
の
郷
や
村
内
に

お
住
い
の
80
歳
以
上
の
高
齢
者
の
ご
家
庭

を
訪
問
し
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
す
と
共
に
、

年
末
に
多
い
特
殊
詐
欺
な
ど
の
各
種
犯
罪

の
被
害
防
止
や
交
通
事
故
防
止
の
啓
発
を

し
ま
し
た
。

　お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
い
つ
ま
で

も
お
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

冬
季
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止

　安
全
運
転
に
心
掛
け
て
高
齢
者
や
児
童

な
ど
の
歩
行
者
を
守
る
運
転
を
し
ま
し
ょ

う
。

•
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
装
着
と
、
タ

イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
携
行

•
夕
暮
れ
時
に
は
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

•
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い

•
ゆ
と
り
の
あ
る
運
転
計
画

•
夜
間
歩
行
す
る
と
き
に
は
、
目
立
つ
服

装
と
、
反
射
素
材
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

う
。

　思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て
、
吉
野
路
の

交
通
マ
ナ
ー
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　国
有
林
の
事
業
運
営
等
に
つ
い
て
、
国

民
の
皆
さ
ま
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
聞
き
し
て
国

有
林
野
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
国
有

林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

【
任
期
】

令
和
５
年
４
月
１
日
～
令
和
６
年
３
月
31
日

【
対
象
】
奈
良
県
内
に
お
住
ま
い
で
、
森
林
・

林
業
及
び
国
有
林
に
関
心
の
あ
る
成
人
の

方
。
た
だ
し
、
国
会
及
び
地
方
議
会
の
議

員
、
地
方
公
共
団
体
の
長
、
常
勤
の
国
家

公
務
員
、
令
和
２
年
度
か
ら
令
和
４
年
度

ま
で
３
年
間
連
続
し
て
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

を
務
め
ら
れ
た
方
は
除
き
ま
す
。

【
応
募
締
切
】

令
和
５
年
１
月
31
日
（
火
）

【
詳
細
】
募
集
の
詳
細
は
、
近
畿
中
国
森

林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。「
近
畿
中
国
森
林
管
理
局 

国
有
林
モ

ニ
タ
ー
」
で
検
索

【
お
問
い
合
わ
せ
】
近
畿
中
国
森
林
管
理

局

　総
務
企
画
部

　企
画
調
整
課

　林
政

推
進
係

☎
０
６

－

６
８
８
１

－

３
４
１
２
（
直
通
）

令
和
５
年
度
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

HP QRコード
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マイナポイントが

もらえるマイナン

バーカードの申請

期限が令和５年２

月末までに延長さ

れました！

　下記の日程におきまして、ご予約いただいた方を対象

に、マイナンバーカードの申請・受取り窓口を開設いた

します。利用を希望される方は、必ずご予約ください。

　お仕事などで昼間来庁することが難しい方は、この機

会にご利用ください。

【開庁日】

〇平日夜間窓口　17時15分～19時00分

　１月17日（火）・１月26日（木）

　２月９日（木）・２月21日（火）

　３月20日（月）

〇休日窓口　13時00分～15時00分

　１月29日（日）・２月12日（日）

【対象の手続き】

　・マイナンバーカードの申請

　・マイナンバーカードの受取り

※証明書類の発行や料金の支払いなど、マイナンバー

カード以外に関するお手続きはご利用いただけません

のでご注意ください。

ご不明な点等ございましたら、下記までお問合せください。

住民課マイナンバーカード係　☎6－0001

マイナンバーカードの申請・
受取り窓口のご案内

こ
と
し

ま
いじ

ん
た
しひ

け
んね

ん

と
も

な
や

こ
え

えく

と
し

が
お

と
し

に
ち

　12
月
号
「
第
45
回
文
化
展
開
催
」
に

記
載
さ
れ
て
い
た
内
容
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。

【
誤
】
実
利
行
者

【
正
】
役
行
者

お
詫
び
と
訂
正

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

谷

　口

　和

　夫 

さ
ん
（
下
池
原
）

令
和
４
年
12
月
３
日
逝
去

　　

享
年
76
才

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　平
素
は
、
警
察
業
務
に
対
し
て
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　新
し
い
年
が
村
民
の
皆
様
に
と
っ
て
素

晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
今
年
も
、
安
全
安
心
に
暮

ら
せ
る
下
北
山
村
の
実
現
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

事
件
や
事
故
の
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
１
１
０
番

　１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の
日
」
で
す
。

　１
１
０
番
は
、
事
件
・
事
故
等
の
緊
急

通
報
電
話
で
す
。
事
件
・
事
故
の
被
害
に

遭
っ
た
り
目
撃
し
た
時
な
ど
、
警
察
の
緊

急
な
対
応
が
必
要
な
場
合
は
た
め
ら
わ
ず

１
１
０
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　た
だ
、
通
報
の
中
に
は
、「
い
た
ず
ら
、

無
応
答
、
番
号
間
違
い
」
が
約
２
割
含
ま

れ
て
お
り
、
真
に
助
け
を
求
め
ら
れ
る
方

か
ら
の
通
報
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　そ
の
他
、
緊
急
性
の
な
い
要
望
・
相
談

駐在さん通信駐在さん通信

な
ど
の
場
合
は
、
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
「
＃
９

１
１
０
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
今
年
も
「
１
１
０
番
の
日
」
に

ち
な
み
、
下
北
山
保
育
所
の
園
児
が
警
察

官
の
服
装
で
村
内
の
金
融
機
関
や
役
場
施

設
を
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
く
れ
ま
す
。

　村
民
の
皆
様
も
、
あ
た
た
か
く
見
守
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
作
戦
実
施

　去
る
12
月
８
日
、
下
北
山
駐
在
所
連
絡

協
議
会
・
地
域
安
全
推
進
委
員
・
吉
野
警

察
署
が
合
同
で
、
い
こ
い
の
郷
や
村
内
に

お
住
い
の
80
歳
以
上
の
高
齢
者
の
ご
家
庭

を
訪
問
し
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
す
と
共
に
、

年
末
に
多
い
特
殊
詐
欺
な
ど
の
各
種
犯
罪

の
被
害
防
止
や
交
通
事
故
防
止
の
啓
発
を

し
ま
し
た
。

　お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
い
つ
ま
で

も
お
元
気
で
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

冬
季
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止

　安
全
運
転
に
心
掛
け
て
高
齢
者
や
児
童

な
ど
の
歩
行
者
を
守
る
運
転
を
し
ま
し
ょ

う
。

•
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
装
着
と
、
タ

イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
携
行

•
夕
暮
れ
時
に
は
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

•
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
し
な
い

•
ゆ
と
り
の
あ
る
運
転
計
画

•
夜
間
歩
行
す
る
と
き
に
は
、
目
立
つ
服

装
と
、
反
射
素
材
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

う
。

　思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て
、
吉
野
路
の

交
通
マ
ナ
ー
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　国
有
林
の
事
業
運
営
等
に
つ
い
て
、
国

民
の
皆
さ
ま
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
聞
き
し
て
国

有
林
野
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
国
有

林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

【
任
期
】

令
和
５
年
４
月
１
日
～
令
和
６
年
３
月
31
日

【
対
象
】
奈
良
県
内
に
お
住
ま
い
で
、
森
林
・

林
業
及
び
国
有
林
に
関
心
の
あ
る
成
人
の

方
。
た
だ
し
、
国
会
及
び
地
方
議
会
の
議

員
、
地
方
公
共
団
体
の
長
、
常
勤
の
国
家

公
務
員
、
令
和
２
年
度
か
ら
令
和
４
年
度

ま
で
３
年
間
連
続
し
て
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

を
務
め
ら
れ
た
方
は
除
き
ま
す
。

【
応
募
締
切
】

令
和
５
年
１
月
31
日
（
火
）

【
詳
細
】
募
集
の
詳
細
は
、
近
畿
中
国
森

林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。「
近
畿
中
国
森
林
管
理
局 

国
有
林
モ

ニ
タ
ー
」
で
検
索

【
お
問
い
合
わ
せ
】
近
畿
中
国
森
林
管
理

局

　総
務
企
画
部

　企
画
調
整
課

　林
政

推
進
係

☎
０
６

－

６
８
８
１

－

３
４
１
２
（
直
通
）

令
和
５
年
度
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
募
集

HP QRコード
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下北山保育所　園児による発表会
きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

広報 令和５年 （2023） 月号　No.7871
　12月3日（土）、園児16名による発表会が小中学校体育館で行われました。
　当日は、今年一番の冷え込みで先生方は園児たちの体調を心配しておりましたが、園児
たちは会場入りした際、先生方に「おはようございます」と元気な声で挨拶してくれました。
　約1ヶ月の間、園児たちは全体練習・組別練習を何度も繰り返し、セリフやダンスを覚え
ようと頑張ってくれました。園児たちは、お父さんやお母さんに成長した姿を見てもらお
うと一生懸命舞台上を駆け回っておりました。本番はその成果が表現できた発表会となり
ました。

広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！

村の情報を発信しています

▲村の暮らしを届ける
ウェブサイト「きなりと」

▲LINE ▲YouTube ▲Facebook ▲Instagram

サッカー教室

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内983番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和４年11月30日現在

転入　２人
出生　０人
転出　３人
死亡　２人

人　口
男
女
世帯数

817人
379人
438人
524戸

先月比
3）
2）
1）
2）

（－
（－
（－
（－
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